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平成 22 年７月９日 

各  位 

会 社 名  株 式 会 社 陽 光 都 市 開 発 

代 表 者 名  代 表 取 締 役 社 長  相 馬  聡 

（ＪＡＳＤＡＱ コード 8946） 

問 合 せ 先  専務取締役管理本部長  田 中   忍 

 ＴＥＬ (045) 324-2444（代表） 

 

 

 

平成 22 年 12 月期第２四半期累計期間業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

 

 最近の業績動向を踏まえ、平成 22 年２月 12 日に公表いたしました平成 22 年 12 月期第２四半期

累計期間業績予想を下記のとおり修正いたしますのでお知らせいたします。 

 

 

記 

 

 

１．平成22年12月期第２四半期連結累計期間連結業績予想の修正（平成22年１月１日～平成22年６月30日） 

   （単位：百万円） 

  
売上高 営業利益 経常利益 

四半期 

純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想 （A） 4,175 △65 △142 △161 △2,614 円 99 銭 

今 回 修 正 （B） 4,305 △180 △264 △278 △4,515 円 33 銭 

増 減 額 (B)-(A) 130 △115 △122 △117 ― 

増 減 率  3.1% － － － ― 

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成 21 年 12 月期第２四半期） 
5,197 115 56 62 1,020 円 75銭 

 

 

２．平成22年12月期第２四半期累計期間個別業績予想の修正（平成22年１月１日～平成22年６月30日） 

（単位：百万円） 

  
売上高 営業利益 経常利益 

四半期 

純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想 （A） 3,860 △31 △134 △138 △2,241 円 42 銭 

今 回 修 正 （B） 4,004 △145 △246 △251 △4,076 円 79 銭 

増 減 額 (B)-(A) 144 △114 △112 △113 ― 

増 減 率  3.7% － － － ― 

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成 21 年 12 月期第２四半期） 
5,085 51 10 34 562 円 36 銭 
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３.修正の理由 

（１）連結業績予想 

 a．売上高・売上総利益 

平成 22 年 12 月期第２四半期累計期間におきましては、売上高は 4,305百万円（前回業績

予想比 130 百万円増）、売上総利益 658 百万円（前回業績予想比 196 百万円減）を見込んで

おります。理由につきましてはセグメント毎に下記に記載いたします。 

ア．不動産販売事業 

当社の主力事業であります投資用マンション事業の戸別販売におきましては、当社の主

力エリアである横浜みなとみらい２１地区にてオフィスビル数棟の竣工や商業施設の開業

などにより、大幅な就業人口の増加に伴う賃貸ニーズの高まりによる底堅い需要がみられ

るものの、当社の主力販売先である一般給与所得者は一昨年からの経済状況の低迷により

雇用・所得環境の悪化が続き、投資に対する姿勢は一層慎重になっており、戸別販売とし

て当初予想しておりました戸数を販売することができませんでした。また、平成 22 年 12

月期第１四半期の決算におきまして、平成 22 年５月 14 日に開示している通り、戸別販売

を予定しておりました投資用マンション１棟（50 戸）について有利子負債の圧縮、資金回

収の迅速化の観点から１棟販売へと販売方法の変更を行い、販売価格の見直しをしたため

評価損 135 百万円を売上原価に計上いたしましたが、第２四半期におきまして当該物件の

売却を行ったため、投資用マンションの販売戸数及び売上高は当初予想を上回ったものの、

売上総利益につきましては当初予想を下回る見込みとなりました。 

また、流通・流動化事業として、第２四半期中に当社にて保有する収益不動産の売却を

進めていくことにより、市況の回復に伴う販売環境の改善から一定の収益確保を見込んで

おりましたが、収益不動産１棟の売却が第３四半期以降に延期になったため、結果として、

第２四半期累計期間におきまして、販売戸数 191 戸（前回予想比 21 戸増）、売上高 3,518

百万円（前回業績予想比 161 百万円増）、売上総利益 331 百万円（前回業績予想比 205 百万

円減）となる見込みとなりました。 

 

イ．その他の事業等 

不動産管理事業、不動産賃貸事業、不動産仲介事業及びその他の事業におきましては、

管理戸数の増加などによる安定した収益事業として堅調に推移しており、結果として第２

四半期累計期間におきまして、売上高 787 百万円（前回業績予想比 31 百万円減）、売上総

利益 327 百万円（前回業績予想比 9 百万円増）となる見込みであり、概ね予定通りとなり

ました。 

  

b．販売費及び一般管理費・営業利益・経常利益・四半期純利益 

販売費及び一般管理費につきましては、前期（平成 21 年 12 月期）に実施した削減策の

効果が発揮されているとともに、投資用マンションの販売が低迷していることによる販売

促進費等の支出が減少しております。結果として、第２四半期累計期間におきまして、838

百万円（前回業績予想比 81 百万円減）を見込んでおります。 

営業利益、経常利益、四半期純利益につきましては、上記と同様の理由により、第２四

半期累計期間におきまして、営業利益は180百万円の損失（前回業績予想比115百万円減）、

経常利益は 264 百万円の損失（前回業績予想比 122百万円減）、四半期純利益は 278 百万円

の損失（前回業績予想比 117 百万円減）となる見込みであり、前回業績予想を下回る見通

しとなりました。 
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（２）個別業績予想 

平成 22 年５月 14 日に開示しております通り、当社の連結子会社であります有限会社ＹＫ 

インベスターズにおいて保有している投資用マンション１棟について、たな卸資産に係る評

価損 135 百万円を計上したしました。当該物件につきましては、第２四半期において当社に

て仕入れをした後、外部に１棟売却したものであり、結果として個別の修正理由につきまし

ても連結と同様の理由となります。 

 

 

（３）平成 22 年 12月期通期の業績予想（連結・個別） 

平成 22 年 12 月期第３四半期以降におきまして、投資用マンション事業については利益率

が改善した物件の販売を予定しているとともに、景況感の回復による投資マインドの改善に

よって販売環境についても回復すると見込んでおります。また、営業部の組織・人員体制の

強化を進め、より安定した組織体制の確立を目指してまいります。 

流通・流動化事業におきましては、不動産市況の回復が徐々に見えてきている中で第２四

半期中に売却を予定していた収益不動産１棟の売却を第３四半期以降に行ってまいります。 

しかしながら当該物件を含めた収益不動産の売却については、現段階において不透明な状

況も考慮し、また売上、利益に与える影響も大きいことから、市況、売却条件等を精査した

上で、変更が必要となった場合には速やかに開示いたします。 

 

以 上 

 

（注）本資料に記載しております予想数値は、本資料作成日現在において入手可能な情報に基づき作成したもので

あり、実際の業績は様々な要因によって上記予想数値と異なる可能性があります。 


